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論文の内容の要旨
　付加体先端部における変形プロセスは，これまで主として海底調査（反射法地震波探査，ボーリングなど）
によってマクロスコピックに明らかにされてきた。それらによると，オフスクレープ（引き剥がし）された
付加体の最先端のスラストよりさらに海側の部分においてすでに地層の変形および肥厚が始まっている。し
かしこの変形・肥厚が，メソスコピックあるいはミクロスコピックに，また3次元的にどのようなプロセス
で生じているのかということを知るには，陸上において変形構造を詳細に解析する必要がある。これまで陸
上で観察されてきた付加体の多くの例からは，地質図スケールのデュープレックス構造は多様な変形メカニ
ズムを示す構成岩種かに基づきアンダープレート（底付け）されたものであると考えられている。一般にア
ンダープレートされた堆積物では，地下深部での累進的変形および高温高圧を経験しているため付加初期の
付加体先端部における変形構造が残されていない。これに対して房総半島南部の各地質体は，海溝軸（相模
トラフ）に平行な分布，全体としては海側に若くなる配列，各層群内部では陸側傾斜で陸側に向かって若く
なることなどから，付加体であるとされてきたが，熱履歴，変形メカニズムなどから浅所でオフスクレープ
された堆積物である可能性が指摘されていた。
　本研究では，まず房総半島南部，江見海岸付近の保田層群の地質構造をいくつかのオーダーで詳細に記載
し，構造を3次元的に明らかにした。さらに，変形のステージを認定し，変形史の面から保田層群がオフス
クレープされた付加体であることを検証した。本地域においてはいずれの露頭においても，変形の初期に地
層の分断化と地層の重ね合わせが顕著であり，シアおよびスラストの活動を示す構造が認定された。その一
部には顕著なスケーリーファブリックが発達して，現世のデコルマンゾーンにきわめて類似した外観を呈し
ていることが分かった。このシアゾーンおよびスラストシートの形成後，正断層または正断層成分を含む走
向移動断層が形成され，さらに引き続いて先のシアおよびスラストシートと同じセンスを持った側方圧縮の
構造（逆断層および摺曲）が形成され，大構造としてはスラストーアンチクラインベルトを形成するに至っ
たものと結論された。この変形史を最もよく説明するモデルとして，これまで提唱されていた，岩相，変形
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メカニズム，熱履歴に加えて，変形史という立場からも本地域がオフスクレープされた堆積物であることを
提案した。続いて本地域における初期の変形構造の形成順序から，付加体先端部における変形プロセスを復
元した。それによると，まず，砂岩からの脱水構造が形成され，次にウェッブストラクチャー，地層の分断
化と地層の重ね合わせ，そしてスケーリーファブリックという順序で形成されていることが分かった。これ
らは，現世付加体先端部でのバルバドス付加体と著しく類似した構造形成であることを指摘し，これらの観
察事実に基づいて付加体先端部での変形プロセスを以下のように復元した。すなわち，沈み込み帯変形フロ
ント付近に到達した海底プレート上の堆積物中では，まずゆるやかな側方圧縮応力によって脱水を伴って
ウェッブストラクチャーが形成される。側方圧縮応力の増加は，露頭スケールのデュープレックス構造や摺
曲など，より大きな側方短縮を示す構造を形成する。このとき，側方短縮量の層準による相違によって，水
平方向にこれらの短縮方向と同様のセンスを持った勢断応力が発生する。これによって地層の分断化のゾー
ンが形成される。その後そのゾーンのうち，特に大きな相対変位を消費しなければならなかったゾーンにお
いて，変形が泥の流動だけではまかない切れなくなり，変形の局所化が起こりスケーリーファブリックが形
成される。最終的に，このスケーリーファブリックが発達したゾーンが，付加体基底部のデコルマンとなる
と結論づけた。
審査の結果の要旨
　以上の研究は，従来全く知られていなかった堆積初期から変形前期にいたる付加体浅部での複雑な変形史
を，さまざまな角度から詳細に研究し，海底での現世付加体の例と比較検討した研究で，顕著な業績と高く
評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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